
 

 

 

 

行田市スポーツ推進審議会次第 

 

                ◇日 時：令和４年８月１０日（水） 

                     午後１時３０分～ 

                ◇場 所：行田市産業文化会館 

                     第２会議室 

 

市民憲章唱和 

 

１ 開  会 

 

 ２ 辞令交付 

  

 ３ あいさつ 

 

 ４ 議  事 

  （１） 令和４年度 主要事業の概要について 

  （２） 令和４年度 行田市スポーツ大賞について 

  （３） 体育施設予約システムの運用について 

 

 ５ 閉  会 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

（順不同）

No 氏名 選出団体 備考

1 玉木　民雄 行田市スポーツ推進委員協議会

2 伊藤　佳代子 行田市スポーツ推進委員協議会

3 篠﨑　貴枝子 行田市スポーツ推進委員協議会

4 川上　新一 行田市体育協会

5 関口　尚子 行田市体育協会

6 小松　裕幸 行田市体育協会

7 秋川　俊行 行田市小学校体育連盟

8 櫻井　真佐美 行田市中学校体育連盟

9 海老原　侑芽　 進修館高等学校

10 香川　宏行 行田市議会

11 橋本　祐一 行田市議会

12 羽鳥　富雄 行田市自治会連合会

13 中村　賢三 行田市男女共同参画推進審議会

14 大野　久美子 行田市男女共同参画推進審議会

15 根本　和雄 行田市医師会

※　任　期：令和５年６月３０日まで

行田市スポーツ推進審議会委員



 

 

令和４年度 主要事業の概要について 

 

（１） スポーツ・レクリエーションの振興 

  本市には、行田グリーンアリーナ（総合体育館）や自由広場などさまざまなスポーツ施設が

あります。 

また、小・中学校の体育施設を開放し、市民がスポーツ活動に接することができる環境を積極的に提供してい

ます。少子・高齢化社会が進む中、さらなる市民の健康の保持増進を図るためには、誰でも気軽に参加できる持

続可能な生涯スポーツ活動の推進とともに、多様化するスポーツニーズに対応できる専門性の高い指導者の育成

が必要です。市民がいつでも気軽にスポーツに親しむことができ、心とからだの健康が維持できる環境づくりを

促進するため、スポーツ・レクリエーションの振興に努めます。 

 

ア．スポーツ・レクリエーション活動の推進 

 市民の誰もが、自ら進んで気軽にスポーツ・レクリエーション活動に参加できるよう生涯スポーツ活動の場を

積極的に提供し、スポーツ・レクリエーションの日常化を図る。 

  (1)  生涯スポーツ事業の充実 

  (2)  ウオーキング事業の実施 

  (3)  各種スポーツ教室の開催と支援 

  (4)  行田市スポーツ推進委員の充実・強化 

  (5)  関係機関との連絡調整 

  (6)  鉄剣マラソン大会、市民体育祭等の開催 

  (7)  ラジオ体操の普及・促進 

  (8)  体育施設指定管理者との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 イ．各団体への支援及び連携と指導者の育成 

市民の多様化するスポーツ・レクリエーションへのニーズや競技力の向上等に資するため、

その核となる指導者をはじめ、サークルリーダーやスポーツボランティアの養成と資質の向上を図る。 

(1) 指導者等講習会の開催 

 (2) スポーツ指導者研修会の充実 

 (3) 行田市体育協会との連携 

 (4) 各地区体育協会及び種目別競技団体への支援 

(5) 体育施設指定管理者との連携・協力 

 

ウ．スポーツ施設の整備・充実 

市民が身近なところでスポーツ・レクリエーション活動が楽

しめる機会をより多く提供する ため、体育 施設の整備・充実と効率的な活用を図る。 

 (1) スポーツ活動に必要な施設の整備・充実 

   ・移動式バスケットゴールの購入 

   ・第２自由広場時計設置 

 (2) 安全な施設確保と保守の徹底 

   ・総合体育館冷暖房設備更新工事 

 (3) 施設の合理的な管理運営と効率的な利用促進 

   ・公共施設予約システムの運用 

 (4) 学校体育施設等既存施設の有効活用 

 (5) 施設利用調整会議の開催 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（２） 事 業 

事  業  名 期  日 内  容 

陸王杯 第3７回 

行田市鉄剣マラソン大会 
４月 ３日（日） 

全国から市民ランナーが集い開催するものだが、新型コロナウ

イルスの感染終息の目途が立たない現状を受け、開催を中止し

た。 

                 昨年度：中止 

例年参加者：約４,０００人 

スポーツ指導者研修会 

 （普通救命講習） 
６月１１日（土） 

スポーツ指導者等を対象に普通救命講習会を開催し、技術の習

得と資質向上を図る。新型コロナウイルス感染症の影響により

規模を縮小して開催した。 

              今年度参加者： ９人               

                 昨年度：１８人 

例年参加者：約４０人 

 第３０回行田市綱引き大会  ６月２５日（土） 

小学生の体力向上を図るとともに、仲間との協力や互いに助け

合うことの大切さを学ぶものだが、新型コロナウイルスの感染

終息の目途が立たない現状を受け、開催を中止した。 

                 昨年度：中止 

例年参加者：約５００人 

スポーツ指導者等講習会 

（準備運動の効果・ラジオ体操） 
６月２８日（火） 

スポーツ指導者等を対象に、準備運動の効果や正しいラジオ体

操に関する講習会を開催した。 

              今年度参加者：５１人 

                 昨年度：中止 

例年参加者：約１００人 

小学校ラジオ体操普及事業 

（夏期休暇奉仕活動日） 

８月２０日（土） 

  ２７日（土） 

小学校夏期休暇中の奉仕活動日に参加者全員でラジオ体操を実

践し、さらなる普及を図る。 

          昨年度：中止 

       今年度参加予定者：５校（１,３３８人） 

会津若松市内ウオーキング ９月 ４日（日） 

ウオーキング事業を開催し、生涯スポーツの推進と健康の保持

増進を図る。              

                 昨年度：中止 

例年参加者：約８０人 

 第７０回行田市民体育祭 １０月２３日（日） 

15地区対抗で各種目を競い、市民の健康・体力の保持増進と地

域の親睦を図る。 

昨年度：中止 

例年参加者数：約３,０００人 

第6４回‟浮き城のまち行田” 

   駅伝競走大会 
１２月 ４日（日） 

一般・地区体協・高校・中学・小学生の5部門で駅伝競走を実施

する。      

昨年度：中止 

例年参加者：15０チーム 

 第3２回行田市なわとび大会  １月２８日（土） 

冬季における体力づくりを目的に開催。個人・団体・親子の各

部門で記録に挑戦する。 

昨年度：中止 

             例年参加者：3５0人 

 

 



 

 

行田市スポーツ褒賞制度に関する内規 

 
（趣旨） 

第１条 この内規は、市民一人ひとりがスポーツを通じて地域の連帯意識を高め、

本市のスポーツ振興に貢献し、その功績が顕著であるものの褒賞について必要な

事項を定めるものとする。 

（褒賞の対象となるもの） 

第２条 褒賞の対象となるものは、一年度につき一の地区体育協会とする。 

（褒賞の対象となる種目等） 

第３条 褒賞の対象となる種目等は、次の各号に掲げるものとする。 

⑴ 行田市民体育祭 

⑵ 行田市駅伝競走大会 

⑶ 行田市壮年ソフトボール大会春季及び秋季大会 

⑷ 行田市婦人バレーボール大会春季及び秋季大会 

⑸ 行田市少年野球大会春季及び秋季大会 

 ⑹ 行田市綱引き大会 

 ⑺ 行田市なわとび大会（長なわとび部門） 

 ⑻ 各地区体育協会における特色ある施策及び取組 

（褒賞の選考） 

第４条 褒賞の選考は、行田市スポーツ推進審議会が行う。 

２ 教育委員会は、前項の選考に際し、褒賞の選考基準その他の褒賞の選考に関す

る資料を作成し、行田市スポーツ推進審議会に提出するものとする。 

３ 褒賞の選考方法は、前項に規定する褒賞の選考基準その他の褒賞の選考に関す

る資料に基づき第３条各号に掲げる種目等ごとに点数を付け、この点数を合計し

た数と前年度の点数との差を比較するなど考慮し、その成績が優秀である一の地

区体育協会を選考するものとする。 

 

 

 



 

 

 

４ 前項に規定する種目等ごとの点数は、次のとおりとする。 

⑴ 第３条第１号から第７号までに掲げる種目 

褒賞の選考基準その他の褒賞の選考に関する資料

に基づき決定した順位 
点数 

第１位 １４点 

第２位 １２点 

第３位 １０点 

第４位 ８点 

第５位 ６点 

第６位 ４点 

第７位以下 ２点 

不参加 ０点 

⑵ 第３条第８号に掲げる取組 １４点 

（委任） 

第５条 この内規に定めるもののほか必要な事項は、教育長が別に定める。 

付 則 

 この内規は、昭和５２年４月１日から施行する。 

   付 則 

 この内規は、平成２年４月１日から施行する。 

   付 則 

 この内規は、平成１２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この内規は、平成２９年５月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆印は受賞地区

年度 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

５３ ☆佐　間 下　忍 忍 荒　木 星　河

５４ ☆荒　木 佐　間 下　忍 忍 埼　玉

５５ 荒　木 ☆星　河 佐　間

５６ 荒　木 ☆忍 下　忍 佐　間 星　河

５７ 荒　木 ☆忍 下　忍

５８ 荒　木 星　河 佐　間

５９ ☆星　河 佐　間 荒　木 下　忍 忍

６０ 星　河 ☆荒　木 下　忍 持　田 佐　間

６１ ☆荒　木 星　河 下　忍

６２ ☆荒　木 星　河 太　田 忍 持　田

６３ ☆持　田 星　河 荒　木 下　忍 忍

Ｈ元 ☆星　河 荒　木 佐　間 持　田 忍・須　加

２ ☆長　野 星　河 忍 佐　間 荒　木

３ 長　野 須　加 荒　木

４ ☆長　野 忍 星　河 荒　木 持　田

５ ☆長　野 星　河 荒　木 佐　間 忍・太　井

６ ☆長　野 星　河 荒　木

７ ☆北河原 長　野 佐　間 須　加 忍・星　河

８ ☆長　野 忍 須　加 星　河 北河原

９ ☆長　野 星　河 須　加 佐　間 荒　木

１０ ☆須　加 長　野 荒　木

１１ ☆星　河 須　加 荒　木

１２ ☆忍 須　加 長　野

１３ ☆持　田 荒　木 長　野

１４ ☆星　河 忍 下　忍 太　井 星　宮

１５ ☆埼　玉 荒　木 北河原 太　田 長　野・須　加

１６ ☆星　河 佐　間 須　加 忍 星　宮

１７ ☆下　忍 太　田 持　田 北河原 行　田

１８ ☆荒　木 星　河 佐　間

１９ ☆南河原 太　田 行　田 北河原 埼　玉

２０ 南河原 ☆星　宮 太　田

２１ ☆長　野 忍 太　田 佐　間 太　井

２２ 長　野

２３ ☆佐　間 北河原 星　宮 持　田 埼　玉

２４ 星　河 太　井 佐間・長野・荒木

２５ 下　忍 荒　木

２６ ☆南河原 星　宮 持　田

２７ ☆佐　間 荒　木 長　野 埼　玉 星　河・須　加

２８ 太　田

２９ ☆太　井 星　宮 持　田 北河原 埼　玉

３０ ☆行　田 佐　間 南河原

Ｒ元 ☆長　野 持　田

Ｒ２ 長　野 星　河

Ｒ３

ス　ポ　ー　ツ　大　賞　過　去　上　位　地　区

忍・下　忍

忍・長　野

行　田・荒　木

須　加・北河原・荒　木

北河原・太　井

☆星　河・持　田

持　田・太　田

星　宮・下　忍

佐　間・星　河

☆北河原・忍

☆持　田・南河原

忍・佐　間

佐　間・長　野

佐　間・北河原

☆荒　木・須　加・太　井

選考見送り

忍・太　田

☆忍・下　忍 長　野・須　加

☆須　加・埼　玉

☆佐　間・埼　玉

忍・太田

忍・佐　間・埼　玉



 

 

 

○行田市スポーツ推進審議会条例 

          昭和 47 年９月 27 日条例第 27 号 

        改正 

            平成７年６月 27 日条例第 12 号 

            平成 11 年６月 23 日条例第 15 号 

            平成 15 年９月 30 日条例第 25 号 

            平成 23 年９月 30 日条例第 15 号 

   行田市スポーツ推進審議会条例 

    題名改正〔平成 23 年条例 15 号〕 

 （設置） 

第１条 本市に、スポーツ基本法（平成 23 年法律第 78 号）第 31 条の規定に基づき、  

行田市スポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）を設置する。 

   一部改正〔平成 23 年条例 15 号〕 

 （任務） 

第２条 審議会は、スポーツ基本法第 35 条に規定するもののほか、行田市教育委員会（以 

 下「教育委員会」という。）の諮問に応じてスポーツの推進に関する次に掲げる事項に 

 ついて調査審議し、及びこれらの事項に関して教育委員会に建議する。 

 (１) スポーツ基本法第 10 条第１項の規定による行田市スポーツ推進計画に関すること。 

 (２) スポーツの施設及び整備に関すること。 

 (３) スポーツの指導者の養成及びその資質の向上に関すること。 

 (４) スポーツの事業の実施及び奨励に関すること。 

 (５) スポーツの団体の育成に関すること。 

 (６) 前各号に掲げるもののほか、スポーツの推進に関すること。 

   一部改正〔平成 23 年条例 15 号〕 

 （組織） 

第３条 審議会は、15 人以内の委員をもって組織する。 

 （任命） 

第４条 委員は、次に掲げる者の中から教育委員会が市長の意見を聴いて任命する。 

 (１) 知識経験のある者 

 (２) 関係行政機関の職員 

 （任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と 

 する。 

２ 委員は、再任されることができる。 

 （会長等） 

第６条 審議会に会長及び副会長を置く。 



 

 

２ 会長及び副会長は、委員の互選によってこれを定める。 

３ 会長は、審議会を代表し、議事その他の会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があったときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第７条 審議会の会議は、教育委員会が招集する。 

２ 審議会は、半数以上の委員が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところ 

 による。 

 （庶務） 

第８条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。 

   一部改正〔平成７年条例 12 号・11 年 15 号・15 年 25 号〕 

 （委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、教育委員会規則で定 

 める。 

   附 則 

１ この条例は、昭和 47 年 10 月１日から施行する。 

２ 行田市本丸球場管理委員会条例（昭和 39 年条例第 40 号）は、廃止する。 

   附 則（平成７年６月 27 日条例第 12 号） 

 この条例は、平成７年７月１日から施行する。 

   附 則（平成 11 年６月 23 日条例第 15 号） 

 この条例は、平成 11 年７月１日から施行する。 

   附 則（平成 15 年９月 30 日条例第 25 号） 

 この条例は、平成 15 年 10 月１日から施行する。 

   附 則（平成 23 年９月 30 日条例第 15 号） 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際現に第２条の規定による改正前の行田市スポーツ振興審議会条例 

 の規定により任命されている行田市スポーツ振興審議会の委員である者は、その任期が 

 終了するまでの間は、改正後の行田市スポーツ推進審議会条例の規定により任命されて 

 いる行田市スポーツ推進審議会の委員とみなす。 

 



 

 

 

行田市スポーツ推進審議会委員の選出区分に関する内規 

 

（趣旨） 

第１条 行田市スポーツ推進審議会条例（昭和４７年９月２７日条例第２７

号）第２条の任務を遂行する上で、知識や経験の豊富なものを委員に任命

するためにこの内規を定める。 

 

（選出団体及び機関） 

第２条 行田市スポーツ推進審議会条例第４条で定めている、任命委員の区

分に対する割り振り団体を次のとおりとする。 

（１）知識経験のある者を任命するための選出団体は、行田市スポーツ推進

委員協議会、行田市体育協会、行田市小学校体育連盟、行田市中学校体育

連盟、行田市議会、行田市自治会連合会、行田市男女共同参画推進審議会

及び行田市医師会とする。 

（２）関係行政機関の職員を任命するための選出機関は、埼玉県立進修館高

等学校とする。 

 

（選出人数） 

第３条 第２条で定めた団体及び機関からの選出人数は、別表のとおりとす

る。 

 

（委任） 

第４条 この内規に定めるもののほか必要な事項は、別に教育長が定める。 

 

 

   附 則 

 この内規は、平成１３年６月１日から施行する。 

   附 則 

 この内規は、平成１７年６月１日から施行する。 

   附 則 

 この内規は、平成２７年６月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

別表（第３条関係） 

 

行田市スポーツ推進審議会委員の選出人数 

 

団  体  名 選出依頼人数 

行 田 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会     ３名 

行 田 市 体 育 協 会     ３名 

行 田 市 小 学 校 体 育 連 盟     １名 

行 田 市 中 学 校 体 育 連 盟     １名 

埼 玉 県 立 進 修 館 高 等 学 校 

（ 埼 玉 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 ） 
    １名 

行 田 市 議 会     ２名 

行 田 市 自 治 会 連 合 会     １名 

行 田 市 男 女 共 同 参 画 推 進 審 議 会     ２名 

行 田 市 医 師 会     １名 

合    計    １５名 
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